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今後の
統計検定の
試験日程

今
な
ぜ
統
計
な
の
か

　

２
０
１
４
年
10
月
に
刊
行
さ
れ
た

「How Google W
orks

（
ハ
ウ
・
グ
ー
グ
ル
・

ワ
ー
ク
ス
）―

私
た
ち
の
働
き
方
と
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て

い
ま
す
。「
デ
ー
タ
解
析
へ
の
理
解
は
、

次
世
代
を
担
う
若
者
達
に
と
っ
て
、
途
方

も
な
く
重
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。そ
れ
は
、

統
計
で
何
が
で
き
る
の
か
、
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
結
論
を
導
き
出

す
の
か
に
つ
い
て
の
基
本
的
理
解
を
意
味

し
て
い
ま
す
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
術
を
知
っ
て
い
る
者
は
、
仕
事

探
し
に
も
有
利
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

デ
ー
タ
は
、
21
世
紀
の
剣
で
あ
り
、
そ
れ

を
使
い
こ
な
す
『
サ
ム
ラ
イ
』
に
な
ろ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。」

　

こ
の
よ
う
に
、21
世
紀
の
知
識
創
造
化
・

情
報
化
社
会
で
は
、
デ
ー
タ
の
統
計
的
分

析
か
ら
得
ら
れ
た
根
拠
に
基
づ
く
（
エ
ビ

デ
ン
ス
・
ベ
ー
ス
の
）
説
得
力
あ
る
議
論

を
展
開
す
る
能
力
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
様
々
な
不
確
実
性
に
直
面
す
る
た

め
、
リ
ス
ク
を
最
小
に
す
る
判
断
が
行
え

る
統
計
リ
テ
ラ
シ
ー
の
涵
養（
か
ん
よ
う
）

も
必
要
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
、
文
系
・
理

系
を
問
わ
ず
に
必
須
の
能
力
と
い
え
ま

す
。
特
に
、
統
計
学
を
基
本
と
し
て
数
学

や
情
報
学
も
用
い
て
、
各
種
の
デ
ー
タ
か

ら
有
用
な
知
見
を
抽
出
・
活
用
す
る
高
度

な
能
力
を
有
す
る
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
人
材
に
対
す
る
需

要
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

統
計
の
特
質
と
は
何
か

　

統
計
学
で
は
、
不
確
実
性
を
伴
う
デ
ー

タ
か
ら
情
報
抽
出
を
行
い
、
適
切
な
統
計

モ
デ
ル
な
ど
を
想
定
し
て
推
測
を
行
い
、

背
後
に
あ
る
現
実
的
・
仮
想
的
集
団
の
構

造
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
読
み
解
き
ま
す
。
ま

た
、
近
年
で
は
、
複
雑
な
構
造
の
膨
大
な

量
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
か
ら
仮
説
を
立
て
、

現
象
を
モ
デ
ル
化
し
て
予
測
・
制
御
・
意

思
決
定
の
た
め
に
有
用
な
情
報
を
取
り
出

す
方
法
論
を
提
供
す
る
こ
と
も
、
統
計
学

に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

統
計
学
の
考
え
方
の
本
質
は
、
こ
う
し

た
科
学
的
推
論
の
は
じ
め
の
段
階
で
、
帰

納
的
推
論
を
行
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。 

著

名
な
統
計
学
者
で
あ
る
Ｃ
・
Ｒ
・
ラ
オ
は
、

「
演
繹
的
推
論
に
よ
っ
て
は
、
前
提
の
枠

を
超
え
る
よ
う
な
新
し
い
知
識
は
創
造
で

き
な
い
」
と
し
、「
全
て
の
判
断
は
そ
の

根
拠
を
問
え
ば
、統
計
学
で
あ
る
」と
言
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
哲
学
者
Ｉ
・
ハ
ッ
キ

ン
グ
は
、
１
９
０
０
年
以
降
に
お
け
る
20

の
発
見
の
一
つ
と
し
て
統
計
学
を
挙
げ
、

「
統
計
学
者
達
が
、
私
た
ち
の
世
界
を
変

え
て
き
た
の
だ
。
そ
れ
は
新
し
い
事
実
の

発
見
や
技
術
的
な
発
展
に
よ
っ
て
で
は
な

く
、私
た
ち
が
推
論
し
た
り
、実
験
を
行
っ

た
り
し
て
考
え
を
形
成
し
て
い
く
方
法
を

変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。

デ
ー
タ
解
析
で
の
注
意

　

一
般
に
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
は
玉
石
混
淆

（
こ
ん
こ
う
）
で
あ
り
、
何
が
本
物
で
、

何
が
有
用
な
情
報
か
を
注
意
深
く
見
極
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
量
が
膨
大

で
あ
る
た
め
、
統
計
学
の
諸
手
法
を
駆
使

し
て
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
数
値
や
図

表
に
ま
と
め
上
げ
て
、
見
え
る
化
を
行
う

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
際
、
与

え
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
素
性
を
、
厳
密
か
つ

批
判
的
に
吟
味
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

例
え
ば
、
取
得
し
た
デ
ー
タ
は
ど
の
よ

う
な
母
集
団
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
な
の
か

が
分
か
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
デ
ー
タ

に
基
づ
い
て
得
ら
れ
た
結
論
が
、
ど
の
範

囲
で
有
効
な
の
か
の
判
断
が
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
調
査
や
実
験
に
よ
っ
て
デ
ー

タ
を
収
集
す
る
際
の
偏
り
に
も
注
意
を
払

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
デ
ー

タ
を
ま
と
め
上
げ
る
際
に
、
意
識
的
か
否

か
に
関
わ
ら
ず
、
都
合
の
よ
い
デ
ー
タ
だ

け
を
用
い
て
結
論
を
出
し
た
り
し
て
い
な

い
か
に
も
、
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
で

し
ょ
う
。

　

次
の
よ
う
な
例
を
考
え
て
み
ま
す
。
あ

る
企
業
の
統
計
学
の
社
内
研
修
に
参
加
し

た
理
系
出
身
者
25
人
と
文
系
出
身
者
25
人

に
対
し
て
、
統
計
学
に
興
味
が
あ
る
か
否

か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
理
系
で
は
20
人
、

文
系
で
は
５
人
が
興
味
が
あ
る
と
答
え
ま

し
た
。
研
修
の
最
後
に
統
計
学
の
試
験
が

行
わ
れ
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
後
日
次
の

よ
う
な
報
告
が
あ
っ
た
と
し
ま
す
。

　

右
の
議
論
は
、
一
見
、
デ
ー
タ
に
基
づ

く
科
学
的
推
論
の
よ
う
に
思
え
る
た
め
、

信
じ
て
し
ま
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
実
は
、
与
え
ら
れ
た
条
件
に
基
づ
い

て
計
算
を
行
え
ば
、
理
系
と
文
系
を
合
わ

せ
た
場
合
に
は
、
興
味
の
あ
る
人
の
合
格

率
は
72
％
、
興
味
の
な
い
人
の
合
格
率
は

48
％
と
な
り
、
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
対
す

る
合
格
率
は
異
な
る
の
で
す
。
こ
の
例
の

よ
う
に
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
科
学
的
に

説
明
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
実
は

だ
ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

日
本
の
現
状
と

統
計
検
定
の
役
割

　

政
府
は「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
」

関
連
ビ
ジ
ネ
ス
の
経
済
効
果
を
７
兆
円
超

と
試
算
し
、
将
来
的
に
は
25
万
人
が
不
足

す
る
見
通
し
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

15
年
６
月
の
閣
議
決
定
で
、
我
が
国
で
は

欧
米
な
ど
と
比
較
し
、
デ
ー
タ
分
析
の
ス

キ
ル
を
有
す
る
人
材
や
統
計
科
学
を
専
攻

す
る
人
材
が
極
め
て
少
な
く
、
危
機
的
な

状
況
に
あ
る
と
明
記
し
て
い
ま
す
。実
際
、

日
本
の
大
学
の
統
計
関
連
学
部
・
学
科
は

１
つ
だ
け
で
、
米
国
の
約
１
０
０
、
英
国

の
約
50
、
中
国
の
約
３
０
０
と
大
き
な
差

が
あ
り
ま
す
。
初
等
教
育
で
は
、
本
年
２

月
に
次
期
学
習
指
導
要
領
が
公
表
さ
れ
、

統
計
教
育
の
充
実
が
図
ら
れ
て
は
い
ま
す

が
、
諸
外
国
に
大
幅
な
遅
れ
を
と
っ
て
い

る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

　

日
本
統
計
学
会
で
は
、
統
計
教
育
の
重

要
性
に
鑑
み
、
中
高
生
・
大
学
生
・
職
業

人
を
対
象
に
、
各
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
国
際

通
用
性
の
あ
る
体
系
的
な
統
計
活
用
能
力

評
価
シ
ス
テ
ム
を
研
究
開
発
し
、
11
年
に
、

統
計
検
定
と
し
て
資
格
認
定
す
る
仕
組
み

を
構
築
し
ま
し
た
。
現
在
ま
で
の
試
験
申

込
者
数
は
右
上
図
の
よ
う
に
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
16
年
８
月
か
ら
は
、
２
級
と

３
級
に
つ
い
て
Ｃ
Ｂ
Ｔ（Computer Based 

Testing

）
を
導
入
し
、
自
分
に
合
っ
た
場

所
・
日
時
で
受
験
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
統
計
検
定
の
利
用
は
限

ら
れ
て
い
ま
す
が
、早
稲
田
大
学
政
治
経
済

学
部
で
は
、
統
計
検
定
の
結
果
を
成
績
評
価

の
一
部
に
利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、統
計
検
定
を
利
用
し

て
い
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。近
い
将
来
に
は
、

日
本
を
代
表
す
る
企
業
の
経
営
者
に
協
力
を

依
頼
し
、入
社
試
験
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の

た
め
の
試
験
と
し
て
、
統
計
検
定
を
利
用
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

オ
デ
ッ
セ
イ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
で

は
、
１
９
９
７
年
よ
り
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
操
作
ス
キ
ル
を
テ
ス
ト
す
る
Ｃ
Ｂ

Ｔ
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
３

９
０
万
人
を
超
え
る
方
々
に
ご
受
験
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

当
社
は
「
新
し
い
資
格
、
新
し
い
キ
ャ
リ

ア
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
、
新
し
い
時
代

が
求
め
る
ス
キ
ル
や
知
識
を
、
資
格
試
験
を

通
し
て
普
及
さ
せ
、
受
験
者
の
キ
ャ
リ
ア
構

築
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら

は
統
計
検
定
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ
化
も
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
統
計
検
定
を
「
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
」
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

田
栗
先
生
の
寄
稿
に
あ
る
通
り
、
統
計

学
に
よ
る
推
論
、
実
験
、
思
考
形
成
と
い

う
方
法
論
が
、
世
界
の
発
展
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
は
疑
い
よ
う
が

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
日
本
で
は
、
統
計
分

野
の
方
法
論
が
こ
れ
ま
で
十
二
分
に
は
習

得
・
活
用
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

今
後
こ
の
分
野
に
親
し
み
、
実
践
し
て
い

く
日
本
の
学
生
や
社
会
人
が
増
え
て
い
く

こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
デ
ッ
セ
イ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
で

は
、
統
計
検
定
に
関
わ
る
先
生
方
と
、
ま
す

ま
す
必
要
と
な
る
統
計
の
知
識
、
ス
キ
ル
、

考
え
方
を
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
身
に

つ
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
統
計
検
定
の
Ｃ

Ｂ
Ｔ
化
を
通
し
て
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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ExcelⓇとAccessⓇのマクロや
VBAスキルを証明する資格

VBAエキスパート

VBA エキスパートは、ExcelとAccess のマクロ機能やVBA（Visual Basic for 
Applications）のプログラミングスキルを証明する資格です。多くの企業の経理や営業
部門では、「同様の作業は自動化して作業効率を上げたい」「データ入力の際の人為的
ミスを減らしたい」などの課題を抱えています。これらのほとんどがVBAの活用によっ
て劇的に改善するため、VBAエキスパートの資格を取得したExcelやAccessのユー
ザーは、データドリブン時代の戦力としての活躍が期待できます。

統計知識とコンピューターによる
データ分析技能を証明する資格

ビジネス統計スペシャリスト

Word、Excel、PowerPoint®などの
利用スキルを証明する資格

マイクロソフト オフィス 
スペシャリスト（MOS）

営業や経理、技術など、企業でどのような業務に携わる場合でも、Word、Excel、
PowerPointなど、MicrosoftⓇ Officeのアプリケーションの実践的なスキルは不可欠
です。これを証明する世界共通の資格がMOSです。自分では十分なスキルを持ってい
ると自負していても、面接の際にそれを客観的に証明するのは難しいものですが、この
資格を取得していれば一目瞭然です。Microsoft Office製品は、バージョンごとに新し
い機能が追加・改良されるため、試験もバージョンごとに用意されています。

アドビ システムズ社のアプリケーションの 
利用スキルを証明する資格 

アドビ認定アソシエイト（ACA）

セキュリティ、ネットワーク、データベースなどの 
基本的なITスキルを認定する資格 

マイクロソフト テクノロジー 
アソシエイト（MTA）

MTAは、ITエンジニアとしてのキャリア構築を目指す人をはじめ、セキュリティやネット
ワーク、データベースなどのIT関連業務を行う企業や部署で働く人や、就業を希望する
人に向けたMicrosoftのエントリーレベルの認定資格です。Microsoftは、さまざまな
情報技術系の認定資格プログラムを提供していますが、MTAはそれらの土台となる資
格として位置づけられています。情報技術系の基礎をカバーした試験科目構成により、
IT分野で働くための第一歩となるスキルが身につきます。 

オデッセイ コミュニケーションズが主催する「ビジネス統計スペシャリスト」は、一般の
ビジネスパーソンに必要とされるデータ分析の実践力を評価する資格です。試験科目は、
平均値や標準偏差などの基本情報の把握や、Excelのグラフ機能や関数を使用してデー
タの傾向や相関などを発見・分析するスキルを評価する「エクセル分析ベーシック（基
礎レベル）」と、分析結果を正確に理解し応用する能力を評価する「エクセル分析スペシャ
リスト（上級レベル）」があります。

Adobe® Photoshop®やAdobe Illustrator®などのアドビ システムズ社のアプリケー
ションの利用スキルを証明する資格試験です。 クリエイターのみならず、プレゼンテー
ションやマーケティング資料など、効果的なビジュアル表現が必要とされる場面は一般
のビジネスシーンにも広がってきています。これらのアプリケーションを自在に扱えるス
キルがあれば、説得力のあるプレゼンテーションを行ううえで大きな力となります。ACA
の取得により、こうしたツールを使いこなすスキルを証明することができます。

電話応対やメールのやりとり、また、顧客のコンタクトポイントとして昨今注目を集める
SNSなど、ビジネス上のコミュニケーションスキルを、一般の業務に役立つ基礎からコ
ンタクトセンターで働くプロフェッショナルまで、段階に合わせて認定します。資格はオ
ペレーターやその管理者が目指す「オペレーション資格」と、コンタクトセンターの責任
者やコンタクトセンター構築担当者が目指す「プロフェッショナル資格」の2つのレベル
に分かれています。

顧客対応時の適切な
コミュニケーション力が身につく資格

コンタクトセンター検定試験（コン検）

東京大学大学院工学系研究科（計数工学）修
了。工学博士。千葉大学理学部長、同学学長
特別補佐、大学入試センター研究開発部長、
副所長、中央大学大学院客員教授などを経て、
千葉大学・大学入試センター名誉教授。第
23-24期日本学術会議連携会員。主な研究分
野は、計算統計学、統計教育。2008年度大
内賞、2016年度日本統計学会賞などを受賞。

田栗 正章 （たぐり・まさあき）寄稿
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「統計検定」
申込者数の推移

一般財団法人 統計質保証推進協会提供のデータに基づいて、寄稿者が作成

2017年5月10日（水）日本経済新聞（朝刊 全国版）掲載広告

統計学者でもあった
Ｆ・ナイチンゲールをモチーフとした

統計検定のキャラクター
「とうけいあかりちゃん」

広　告

今求められるデータサイエンス力
統計を学び、データで未来を拓く

統計検定では、１級、２級、３級、４級に対応する標準テキスト（東京図書刊）が用意されて
います。また、過去の試験に出題された問題をすべて収録、出題の趣旨を含めた詳細な解
説付きの問題集（実務教育出版刊）も手に入ります。いずれも日本統計学会の編集による
公式認定本ですから、統計検定の各種勉強には欠かせません。

私
た
ち
は「
統
計
検
定
」を

応
援
し
て
い
ま
す

オデッセイ コミュニケーションズ 
代表取締役社長　出張 勝也氏 

統計検定は、一般財団法人統計質保証推進協会 統計検
定センターが主催し、日本統計学会が公式認定する全国
統一試験として2011年に始まりました。中高生、大学生、
社会人など幅広い受験者が受験しています。受験の方法
は２つ。従来の紙媒体を使った試験のほか、全国約190
カ所の会場で、コンピューターを使って受験するＣＢＴ方
式があります。ＣＢＴ方式は自分の都合のよい場所や日時
に受験することができるメリットがあり、時間の取りにくい
人でもスケジュールを立てやすい受験方法といえます。
なお、ＣＢＴ方式は従来の紙媒体の検定で得られる資格と
変わりませんが、合格証にはCBT方式で合格した旨が記
載されます。

筆記とPC。二つの方式に対応 研修の試験合格率の報告

理系出身者では、統計学の興味の有無
に関わらず､合格率は80％でした。また
文系出身者でも、統計学の興味の有無
に関わらず、合格率は40％でした。これ
らのデータに基づけば、理系文系いずれ
のグループでも､合格率は統計学の興味
の有無には依存していないので､理系と
文系を合わせた全体で考えても、試験の
合格率は統計学の興味の有無に依存し
ていないと考えられます。

最近のU.S.News & WORLD REPORTの記事によれば、「統計家」はベスト・ビジネス・ジョブやベストSTEM（理工系）ジョブで１位。
しかも、給料、労働市場、将来性、重要度、ワーク・ライフ・バランスのいずれの項目でも、極めて高い点数を獲得した。このトレンドは、
早晩日本にも押し寄せてくる。2015年の閣議決定でも、データサイエンス力の高い人材育成の推進がうたわれている。統計を学び、
データから有用な情報を取り出し、未来を拓く人材が、求められる時代が到来した。

新しい資格、新しいキャリア。

統計検定の
詳細情報はこちら


